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～わたしたちが創る～希望と活力あふれる　十和田～わたしたちが創る～希望と活力あふれる　十和田

リンゴ狩りリンゴ狩り（10月２日(水)）（10月２日(水)）
　豊ヶ岡保育所地域子育て支援センターを利用し　豊ヶ岡保育所地域子育て支援センターを利用し
ている親子が、大竹農園（米田字種原）でリンゴている親子が、大竹農園（米田字種原）でリンゴ
狩りを楽しみました。狩りを楽しみました。
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私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の
け

が
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
、
家
庭
や
職
場
な
ど
、

そ
の
場
で
で
き
る
手
当
て
を
「
応
急
手

当
」
と
い
い
ま
す
。
病
院
に
行
く
ま
で
に

「
応
急
手
当
」
を
施
す
こ
と
で
、
け
が
や

病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
け
が
や
病
気
を
し
て
最
も
緊
急

を
要
す
る
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
心
肺
停
止
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
で
す
。
心
肺
停
止
は
、
急
性
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
が
原
因
だ
っ
た

り
、
プ
ー
ル
で
溺
れ
た
り
、
喉
に
食
べ
物

を
詰
ま
ら
せ
た
り
と
事
故
が
原
因
の
場
合

な
ど
、
突
然
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き
る
「
応
急
手

当
」
の
こ
と
を
「
救
命
処
置
」
と
い
い
ま
す
。

～大切な人が目の前で倒れたとき、～大切な人が目の前で倒れたとき、
　救急車が来るまでにあなたにもできることがあります～　救急車が来るまでにあなたにもできることがあります～

救救命命処置処置

救
命
の
連
鎖
（
傷
病
者
の
命
を
救
い
、
社

会
復
帰
に
導
く
た
め
必
要
と
な
る
一
連
の
行
い
）

　

「
救
命
の
連
鎖
」
は
、
心
停
止
の
予
防
、

（
心
停
止
の
）
早
期
認
識
と
通
報
、
一
次

救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
二

次
救
命
処
置
と
心
拍
再
開
後
の
集
中
治
療

の
４
つ
の
輪
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
４
つ
の
輪
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
素

早
く
つ
な
が
る
こ
と
で
救
命
の
効
果
が
高

ま
り
ま
す
。

救
命
処
置
と
は

十
和
田
市
管
内
の
状
況
（
救
急
）

　

平
成
30
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
、

２
２
３
４
件
、
搬
送
人
員
は
２
０
４
４
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
み

る
と
本
市
の
人
口
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

の
31
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

搬
送
を
事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
急
病

が
１
２
６
０
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、

転
院
搬
送
、
一
般
負
傷
な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
現
場
到

着
ま
で
の
所
要
時
間
の
平
均
は
約
８
・
６

分
、
医
療
機
関
到
着
ま
で
の
所
要
時
間
は

約
33
・
７
分
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

住
民
の
役
割

　

「
救
命
の
連
鎖
」
の
３
つ
目
の
輪
ま
で
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
住
民
）
が
行

う
こ
と
で
救
命
の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
場
で
心
肺
蘇
生
が
行
わ
れ
た
方
が
、

行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
よ
り
生
存
率
が
高

く
、
住
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
行
っ
た
方
が
生
存
率
や
社
会
復
帰
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
救
命
処
置

　

心
肺
停
止
し
た
人
の
命
を
救
う
た
め
に

は
、
１
１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
な

ど
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

脳
は
、
心
臓
が
止
ま
る
と
15
秒
以
内
に

意
識
が
な
く
な
り
、
３
～
４
分
以
上
そ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
回
復
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
間
、
周

り
の
人
が
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電

気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
救
命
処
置
を
行
う
こ

と
で
、
救
命
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
救
命
処
置
を
学
び
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
実
践
で
き
れ
ば
、
助
け
ら

れ
る
命
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
救
命
処
置
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
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その場に居合わせた人（住民）が行うと効果的その場に居合わせた人（住民）が行うと効果的

救命の連鎖救命の連鎖

心停止
の予防

早期認識
と通報

一次救命
処置

心肺蘇生と
ＡＥＤ

二次救命処置と
心拍再開後
の集中治療

１つ目の輪 ２つ目の輪 ３つ目の輪 ４つ目の輪

救急救命士や医救急救命士や医
師などが行う師などが行う



救救命命処置処置

救命処置の流れ（心肺蘇生法と AEDの使用）

３ 2019年（令和元年）11月号広報

周囲の安全確認
※倒れている人に近づく前に周囲を見渡し、
　安全かどうか確認

❶❶

耳元で声を掛け、肩を優しく叩いて反応
を確認▶「大丈夫ですか？」

❶❶ 反応なし反応なし

❸❸ 呼吸の確認呼吸の確認

大声で応援を呼ぶ
（119番通報・ＡＥＤ手配の依頼）❷❷ ❷❷

周囲の人に 119番通報と AED手配の依頼
▶「あなたは 119番通報してください」　
▶ 「あなたはAEDを持ってきてください」

呼吸なし呼吸なし
★ポイント　次のような呼吸が見られるときは『普段どおりの呼吸がない』と判断
▶胸やお腹の動きがない場合
▶約10秒間確認しても状態がよく分からない場合
▶しゃくりあげるような、途切れ途切れに起こる呼吸が見られる場合

❹❹ 胸骨圧迫胸骨圧迫

❺❺ 人工呼吸人工呼吸

❼❼ AED装着AED装着

❽❽ 心電図の解析心電図の解析

９月 22日、十和田消防署で普通救命講習
が行われました。
　その時の受講者、豊川さんと講師を務めた
救急救命士の川村さんにお話を伺いました。

　職場が保育園という
こともあり、子どもは
もちろん、身近な人の
お役に立てればと思っ
て毎年救命講習を受け
ています。今回も受講
してみて、また改めて
再確認ができたので、
（受講して）すごく良かっ
たなと思います。

受講者の声

豊川 美智子さん

　平成 30年中に心肺
停止の状態で救急搬送
した件数は約 70件に
なります。
　一人でも多くの命を
助け、重症化させない
ためにも、できるだけ
多くの市民に救命につ
いて知ってほしいです。
　救命には、消防や
医療機関はもちろんですが、皆さんの協
力が必要です。みんなが救命講習を受け
て、救命処置について学んでもらいたい
と思っています。そして、救命講習の内
容を家族や知人に伝え、万が一のときに
は、みんなが救命処置をできるようにな
ればいいと思います。

救急救命士
川村 学 さん

救急救命士の思い ▶気道の確保
▶救急車到着まで待つ
▶回復体位の実施

呼吸あり

❹❹

肘を曲げず、胸の真ん中を垂直に押す
▶強く（胸が約５㎝沈むくらい )
▶速く（１分間に 100 ～ 120 回のリズム）

❻ 心肺蘇生 ▶胸骨圧迫 30 回と人工呼吸２回を救急
　車が到着するまで交互に繰り返す

電気ショックが必要かAEDが判断、指示
※ AEDが順序立てて、指示してくれるた　
め、迷わず操作することができます。

❾❾ 電気ショックの実施電気ショックの実施

必要あり必要あり 必要なし ▶直ちに、心肺蘇生（胸
骨圧迫 30 回と人工呼
吸２回）を再開し、
AEDの指示があるま

　で繰り返す

その後、直ちに心肺蘇生（胸骨圧迫 30 回と人工呼吸２回）を再開し、AEDの指示
があるまで繰り返す

問問十和田消防署☎㉕ 4115十和田消防署☎㉕ 4115申

救救命命処置を学ぼう処置を学ぼう救命講習会救命講習会
普通救命講習Ⅰ

　十和田消防署では普通救命講習を開催して
います。
◆とき 毎月第４日曜日　※ 12月と３月を除く
　　　　午前９時～正午
◆ところ 十和田消防署
◆対象　中学生以上の市民
◆講習内容
　▶心肺蘇生法（成人）
▶ AED の使用法　など

※救命講習会は、各消防署でも実施しています。
　その他、事業所などへ出向して実施すること
　もできますので、受講を希望される人は事前
　に各消防署にお問い合わせください。　

十和田消防イメージキャラクター
　　Qちゃん

❼❼

AEDの電源を入れ、電極パットを装着
▶ AEDの指示に従って操作する
▶電極パットを貼るときに次のことを確認
 〇胸部が濡れていないか
 〇胸部に貼り薬がないか 
 〇心臓にペースメーカーが埋め込まれ
　 ていないか

ＡＥＤ

※ AEDは、小・中学校や市内公共施設、
　コンビニなどに設置されています。
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令和元年度 令和元年度 十和田市民功労賞十和田市民功労賞
十和田市民または市に縁故の深い個人などで特に社会的な功労が認められた方に贈られます。

十和田市褒賞令和元年度令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度

野
の づ き

月 忠
た だ み

見さん
（82歳・洞内字杉ノ沢）

～地方自治の振興発展に貢献～

小
お の で ら

野寺 功
いさお

さん
（75歳・西十三番町）

（教育発展）

　平成17年から市町合併後の
本市の初代教育委員会委員長
として、３期、12年の長きに
わたり、教育行政に携わり、
優れた指導力により、市の教
育水準の維持向上と、文化・
スポーツ活動など生涯学習の
推進に尽力するなど、教育の
振興発展に大きく貢献した。
　また、在任中から「わっこ
の会」による親子読書会など、
幼児・児童の情操教育の向上
にも取り組んでいる。

竹
た け だ

田 昭
しょういち

一さん
（77歳・東三番町）

（保健衛生）

　昭和46年から現在まで
48年の長きにわたり、薬
局経営の傍ら学校薬剤師
を務め、教室の換気・水
質検査や定期点検の実施、
感染症発生時における消
毒作業、各種環境検査の
結果に応じた指導・助言
に加え、薬物乱用防止教
育相談にも応じるなど、
学校内の学習環境の整備
に尽力し、学校における
保健衛生の向上発展に大
きく貢献した。

工
く ど う

藤 陽
よ う こ

子さん
（72歳・西三番町）

（保健衛生）

　昭和55年から現在まで39
年の長きにわたり、内科医
として診療の傍ら学校医を
務め、児童・生徒への親身
な指導・助言はもとより、
養護教諭・保健主事などに
対しても、アトピー性皮膚
炎や肥満などの健康管理や
具体的な保健指導への助言
を行い、児童・生徒が心身
ともに健康で楽しい学校生
活が送れるよう尽力し、学
校における保健衛生の向上
発展に大きく貢献した。

気
け た

田 武
た け お

夫さん
（80歳・青森市大野字山下）

（市政発展）

　平成17年から３年余り、
市町合併後の本市の初代
助役（副市長）として、
新市のまちづくりの推進
に尽力し、市政の振興発
展に大きく貢献した。
　また、市町合併前の平
成10年から６年余り、旧
十和田市の教育長として
学校教育や生涯学習の推
進に努めるなど、教育の
振興発展にも寄与した。

　昭和46年に十和田市議会議員に初当選以来、平成30年まで連続12期、
47年余りの長きにわたり、市議会議員として観光・農業などの産業振
興のほか、生活基盤や教育環境の整備、市民活動の支援にも献身的に
取り組むなど、地方自治の振興発展、住民福祉の向上に大きく貢献し
た。その間、副議長、議長などの要職を歴任し、持ち前の優れた指導
力により、円滑な議会運営に尽力した。

【平成10年：藍綬褒章受章】
【平成28年：全国市議会議長会特別表彰（市議45年）】

公共の福利増進に功労があった方や、広く市民の模範となる方をたたえるものです。

✿市民功労賞 ✿市民功労賞 ✿市民功労賞 ✿市民功労賞



令和元年度 令和元年度 十和田市文化に関する表彰十和田市文化に関する表彰

✿文化功労賞

　十和田市少年少女発明クラブの指導
員を長く務め、子どもたちの知的創造
力の育成に尽力するほか、県内のモノ
づくり企業の実態を調査し著書にまと
め、技術開発や特許取得に係る現場の
人たちの努力を紹介した。
　また、郷土史においては、関係者へ
の取材を通して実態を掘り起こし、吾
郷開拓と三本木原開墾について３冊の
著書を刊行。郷土史の貴重な資料と
なっている。
（活動歴38年）

　十和田フィルハーモニー管弦楽団フ
ルート首席奏者、ゼルコバアンサンブ
ル所属。
　ゼルコバアンサンブル創設（平成12
年）より学校訪問による演奏や各種コ
ンサートにおいて、音楽の楽しさを共
感できる企画を提供し好評を得ている。
　弦・打楽器、コーラスなどにも精通
し、他団体とも多彩な活動を続けるほ
か、指揮や指導にも取り組み、音楽の
普及・奨励に尽力している。
（活動歴23年）

藤
ふじわら

原　つや子
こ

さん
（62歳・西十二番町）

✿文化功労賞

伊
い と う

藤 一
かずみち

允さん
（86歳・三本木字西金崎）

　上十三地域の歴史について、古代から近代における文献資料の発掘、古
文書の解読に尽力し、十数本の論文を発表。歴史講座、古文書解読講座な
どを通して、地域史の魅力を伝える活動を積極的に行っている。
　その幅広い知識から青森県史、七戸町史、上北町史、野辺地町史、六戸
町史、六ケ所村史、写真誌などの編著に関わったほか、平成６年から10年
間にわたり十和田湖町史の編纂

さん

委員長を務めた。
　平成14年から青森県文化財保護協会常任理事を務めている。
（活動歴26年）

✿文化賞

相
そう ま

馬 敏
としみつ

光さん
（73歳・三本木字並木西）

５ 2019年（令和元年）11月号広報

　『文化賞』は、文化の向上発展に特に顕著な業績を示し、十和田市の誇りに値すると認められた方、『文化功
労賞』は、永年にわたり文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方、『文化奨励賞』は、優れた文
化の創造および普及活動を続け、市民の文化向上に寄与した方に贈られます。

✿文化奨励賞

　中学生の時から短歌を始め、高校
１年の時に青森県歌壇新人賞「新人
奨励賞」を受賞。平成25年には短歌
結社「まひる野」の最高賞である
「まひる野賞」を受賞した。
　その後は、20代では珍しい選者と
しての活動や、会報誌「まひる野」
の特別欄「マチエール」に作品を掲
載し、精力的に活動している。
　今後さらなる活躍が期待される。
（活動歴15年）

小
お ば ら

原 和
いずみ

さん
（28歳・深持字梅家ノ下）

～地域史の研究・推進に貢献～

　昭和40年の設立当初から、
地域住民の健康管理および公
衆衛生・歯科保健の普及向上
に寄与するとともに、地域や
学校関係者との共同による歯
科保健に関する知識の普及啓
発に尽力した。
　また、中央病院での入院患
者の口

こうくう

腔の治療やケアおよび
市の歯周疾患検診へ積極的に
協力するなど、本市の歯科口
腔保健の向上発展に大きく貢
献した。

　平成５年から長きにわたり、
女性の地位向上と児童の健全育
成のための寄付活動を継続して
実施し、市民文化センターへの
文化芸術活動にふさわしい環境
づくりのためのモニュメントを
はじめ、中央病院へ訪問診療車
両などを寄贈したほか、平成７
年から毎年、市民図書館へ図書
購入費を寄付するとともに、本
年度は書籍消毒器の寄贈を行う
など、寄付により地域社会の向
上発展に大きく貢献した。

国
こくさい

際ソロプチミスト十
と わ だ

和田
（会長　田

たなか

中　キヨノ）

（寄付による地域
　　　　社会への貢献）

十
と わ だ し

和田市歯
し か い し

科医師会
かい

（会長　浅
あさはら

原 秀
しゅういち

一）

（保健衛生）

✿市民功労賞 ✿市民功労賞



市役所別館が新たな配置で業務を開始します
市役所別館の改修工事完了に伴い、上下水道部と教育委員会事務局が移転し、別館の配置が変更となります。

問 新庁舎建設室☎516728

市役所からのお知らせ
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※移転に伴い変更した番号は赤字で表記しています。

４階

３階

２階

１階

【別館配置図】

スポーツ・生涯学習課、
教育総務課、指導課、水
道課、下水道課、管理課
は、11月５日㈫から別館
での業務を開始します。

　令和元年度中は上下水道部の夜間や休日の窓口
などの業務について、引き続き上下水道部庁舎１
階の宿日直室で行います。

問管理課（宿日直室）☎㉕4511

男子トイレ

女子トイレ

エレベーター

階

階

階

階

土木課

都市整備建築課

水道課

下水道課

スポーツ・生涯学習課

教育総務課

指導課

管理課

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

旧十和田湖支所
から移転

上下水道部庁舎
から移転

出入り口

課名など 係　名 電話番号
 ◆４階
農業委員会事務局
（FAX 23-0787） 農地係・振興係 51-6740

監査委員事務局 51-6747
選挙管理委員会
事務局

（FAX 23-5323）（FAX 23-5323）
51-6778

 ◆３階
教育総務課

（FAX 24-3952）（FAX 24-3952）
庶務係 58-0181
学務係 58-0182

指導課
（FAX 24-3953）（FAX 24-3953） 指導係 58-0183

スポーツ・
生涯学習課

（FAX 24-3954）（FAX 24-3954）

文化係 58-0184
生涯学習係 58-0186
スポーツ振興係 58-0187

課名など 係　名 電話番号
 ◆２階

土木課
（FAX 21-3533）（FAX 21-3533）

維持係 51-6730
監理係 51-6731
建設係 51-6732

都市整備建築課
（FAX 21-3533）

都市政策係 51-6735
公園緑地係 51-6737
建築住宅係 51-6738

水道課
（FAX 25-4016）（FAX 25-4016）

給水装置係 25-4515
配水整備係 25-4516
施設管理係 25-4517

下水道課
（FAX 25-4016）

工務普及係 25-4015
施設係 25-4034

 ◆１階
管理課

（FAX 25-3210）
管理係 25-4511
料金徴収係 25-4511

❖平日 午前７時～８時30分、午後５時15分～８時
❖土・日曜日、祝日 午前７時～午後８時

会議室

喫茶室・売店（予定）
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❖顔写真付きの本人確認書類、e-Tax などのオンライン申請手続きに利用できます。
❖健康保険証としての利用が予定されています。
❖申請から受け取りまで約１カ月程度要しますので、お早めに手続きをお願いします。

マイナンバーカードを申請しませんか

申請方法について

問市民課住民記録係☎516755

郵送で申請

オンラインで申請

市役所で申請

◆受け取りについて

　通知カード付属の申請書またはＡ４サイズの申請書を「個人番号カード交付申請書受付セ
ンター」へ郵送する。
　※申請書がない人は市民課（本館１階2番窓口）へご相談ください。

　申請書に記載されているＱＲコードからオンラインで申請する。
　※ＱＲコードが記載されている申請書がない人は市民課へご相談ください。

　市役所設置の端末から、オンラインで申請する。
　※受付→写真撮影→申請完了まで30分程度かかります。窓口の混雑状況や通信状況によって、
　　お待ちいただくか、後日あらためて来庁をお願いすることがありますのでご了承ください。

受け取り案内が届きましたら、市民課へお越しください。マイナンバーカードをお渡しします。

マイナンバー
ＰＲキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーカードは ･･･

あなたの国民年金を増やしませんか 問市民課国民年金係☎516753
　　八戸年金事務所☎0178441742

■任意加入制度
　老齢基礎年金を満額受け取るには、20
歳から 60 歳までの 40 年間保険料を納付
する必要があります。納付月数が 480 月
（40 年）に満たない場合、60 歳から 65 歳
まで任意加入をして保険料を納めること
で、年金額を増やすことができます。
　また、海外に住所を置いている期間は
年金を納める義務はありませんが、任意
で納めることができます。
※令和元年度保険料 月額 16,410 円

■付加年金制度
　国民年金を納めている
人は、毎月の保険料に付
加保険料（月額 400 円）
を上乗せして納付するこ
とで将来の年金額に付加
年金が加算されます。
　ただし、国民年金基金
加入中の人は対象外で
す。

■追納制度
　国民年金保険料の免除や納付猶予、学生
納付特例の承認を受けた期間がある場合、
将来受け取る老齢基礎年金額は保険料を全
額納めたときよりも少なくなります。10 年
以内であればさかのぼって納める（追納）
ことで年金額を増やすことができます。追
納は古い月の分から納めていただくことに
なります。
　保険料についてはお問い合わせください。

※いずれの制度もすでに老齢基礎年金を受給している人は対象となりません。

市役所本館西側の駐車場を
供用開始します
　市役所本館西側に整備していた来庁者用駐
車場が完成し、供用を開始しますので、ご利
用ください。
※引き続き中央駐車場を無料対応しています
　ので、満車の場合はご利用ください。

問 新庁舎建設室☎516728

中央病院中央病院 市役所
本館

国合同国合同
庁舎庁舎

Ｐ
市役所
旧本館 別館

Ｐ
中央駐車場中央駐車場

Ｐ

市民図書館市民図書館 桜の桜の
広場広場

官庁街通り（十和田湖方面） （八戸方面）

出入り口出入り口供用開始

※官庁街通り側からは出入りできません。

東北東北
電力電力



回収しています！使用済み小型家電
　「燃えないごみ」として捨てられている小型家電には、貴金属やレアメタルなどの有用な金
属が含まれています。市では、貴重な資源を再生利用するため、施設などに回収ボックスを設
置し、使用済み小型家電を回収しています。ごみの減量と資源の有効活用のため、市民の皆さ
んのご協力をお願いします。

問 まちづくり支援課☎516726

回収している小型家電の種類

携帯電話 デジタルカメラリモコン 電気コード類

※サイズ：12×30cm以下

【回収ボックスを利用する際のお願い】
●ボックスへの投入は、各施設の開館時間内に限ります。
●個人情報は消去してから投入してください。
●電池、バッテリー類は火災の恐れがあるため取り除いてください。
　※電池は「燃えないごみ」に出してください。
　※小型式充電電池はまちづくり支援課で回収しています。
●投入されたものは返却できません。

回収ボックス設置場所
＊市役所（本館・別館）
＊各コミュニティセンター（南・東・西）
＊イオンスーパーセンター十和田店
＊スーパーカケモ（西金崎店・三小通り店）
＊北里大学獣医学部　※北里大学生のみ
＊市民文化センター
＊ファミリープラザとわだ店
＊ヤマヨ十和田店
＊マックスバリュ北園店
＊サンデー十和田店
＊サンワドー十和田店

（回収ボックスに入る大きさ）
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家庭で不要になった電子・電気機器
（例）

中小・小規模事業者の皆さんのキャッシュレス決済導入を支援します

　10月１日の消費税率引き上げに伴い、令和２年６月30日まで国の事業「キャッシュレス・消費者還元事
業」が実施されています。この事業では、対象店舗でキャッシュレス決済（※）をした際、２％または５％
分の消費者還元が受けられるほか、中小・小規模事業者に対してはキャッシュレス決済の導入支援が行われ
ます。
　登録手続きをまだ済ませていない事業者の皆さんは、この機会にぜひキャッシュレス決済の導入をご検討
ください。

対象店舗はこちらから
確認できます。❖対象店舗の登録手続きは令和２年４月30日まで可能です。

【本事業の中小・小規模事業者へのメリット】

問 経済産業省 ポイント還元問い合わせ窓口（中小・小規模事業者向け）
　☎0570-000655　※午前10時～午後６時　土・日曜日、祝日を除く

問 商工観光課☎516773

市でも電子決済端末の購入補助を行っています
（インバウンド受入環境整備事業補助金）

　外国人観光客の満足度向上を図るため、小売・飲食・
宿泊などの事業者が行うインバウンド受け入れ環境の整
備に要する経費の一部を補助します。
▶対象事業　電子決済端末購入、無料Wi-Fi設置、多言
　　　　　 語パンフレット作成など
▶補助対象経費と補助額 対象事業に係る経費の２分の１
　　　　　　　　　　　　（上限100万円）

※キャッシュレス決済…電子的に繰り返し利用できる決済手段であって、クレジットカード決済、
　　　　　　　　　　　電子マネー決済、ＱＲコード決済、モバイル決済などをいいます。

従来からキャッシュレス決済を導入していて
も、本事業の登録手続きを行わないと消費者
還元は行われません。

！

＊決済端末導入の負担なし！
＊決済手数料が実質2.17％以下！
＊消費者還元で集客力アップ！
＊レジ締めなどの業務効率化！

注意

市役所からのお知らせ



第３回目となる今回は肝胆膵がん疾患についてお話します。肝臓、胆管、膵臓は、上腹部にある消化器です。
　肝臓は「沈黙の臓器」とも呼ばれ、がん初期には自覚症状がほとんどありません。また胆管や膵臓は、胃十二指
腸などの臓器とつながっていますが、体の奥の方に位置しており、発見しづらい部位にあります。

CTの新機種　Revolution

「がんの時代を生ききる」～地域がん診療連携拠点病院から皆さんへ～
（全８回）第３回 肝胆膵

す い

がん

〇症状は？
　他のがんと同じく、初期には特定の自覚症状が見
られず、腹痛、背部痛、倦

けん た い

怠感、食欲不振、体重減
少、そして黄

おう だ ん

疸といった症状が主な受診理由となり
ます。黄疸は胆汁（黄色のビリルビンを含む消化
液）の通り道が阻害されることにより、胆汁の血液
中の濃度が上昇して、皮膚や目が黄色になる症状で
す。他に、皮膚のかゆみ、茶褐色尿、白色便などが
見られます。その他にも、糖尿病を発症したり、糖
尿病治療中に血糖値コントロールが急に悪化して診
断されることもあります。

〇検査は？
　症状がない初期のうちに診断されるのは、かかり
つけ医または健康診断の血液検査で偶発的に発見さ
れる場合です。特に肝機能障害は、胆

たん の う

嚢結石症・総
胆管結石症など良性疾患だけではなく、肝胆膵がん
発見の手掛かりになり得ます。ほかに、肝炎ウィル
スや腫瘍マーカー値などを検討して、診断を補強し
ていきます。検診では早期発見され難いといえます。
採血で異常値を指摘された場合は、腹部超音波検査、
コンピューター断層撮影
装置（CT）や磁気共鳴画像
装置（MRI）などの画像検
査により正確な診断を行う
ことができます。

骨髄・末梢血幹細胞の移植の推進を図るため、骨髄などの提供を行った人（ドナー）およびドナーが勤務する事業
所に対し、骨髄ドナー助成金を交付します。

骨髄などの提供者に骨髄ドナー助成金を交付します 問健康増進課☎㉕1181

ドナー 事業所
骨髄などの提供に係る
通院または入院

１日に付き２万円
（上限７日）

１日に付き１万円
（上限７日）

≪助成の対象および助成金の額≫ ≪対象≫
①ドナー

　　骨髄バンク事業において平成 31 年４月１日以降に
骨髄などの提供を完了し、これを証明する書類の交
付を受けた人（骨髄などの提供に係る通院の日およ
　び入院の期間において市内に住所を有する人）

　②事業所
ドナーが勤務している国内の事業所（国、地方公

　共団体、独立行政法人および地方独立行政法人を除く）

※骨髄などの採取術またはこれに関連した医療処置によって生
　じた健康被害に係る通院などの日数は含みません。
≪申請方法≫
健康増進課に備え付け、または市ホームページからダウ

ンロードした申請書に必要事項を記入の上、必要書類を添
付し健康増進課へ提出してください。
≪申請期間≫
骨髄などの提供を完了した日～令和２年３月 31 日㈫

中央病院は、厚生労働省から質の高いがん医療を提供している病院「地域がん診療連
携拠点病院」として指定を受けています。県内では３カ所のみです。

９ 2019年（令和元年）11月号広報

画質、スピード、撮影範囲などが飛躍的に向上

〇治療は？
　肝胆膵がんに対し、根治が期待される治療法は手
術加療です。このため手術可能な段階で、がんが発
見できるかどうかにより治療方針が決まります。
　仮に手術可能であると診断されても、大血管や神
経など重要器官に囲まれている部位で、広範囲の臓
器摘出を伴うため、手術には高い技術が求められま
す。また、肉眼的にはがんを全部取り切ったと判断
しても、目に見えないがんがすでに遠隔転移をして
いる可能性があることから、他の部位で再発を来た
すことがあり、肝胆膵がんが"難治"とされる理由です。
　ところで、肝臓がんは、がんが肝臓由来である原
発性肝がんと他臓器（胃がんや大腸がんなど）由来
である転移性肝がん（以下「肝転移」）に分けられ、
肝転移は、原発がんの性質により方針は異なります。
例えば、大腸がんからの肝転移では手術などの局所
療法が良い治療法になり得ますが、膵がんなど進行
の早いがん由来の肝転移では、全身性の化学療法が
適しています。
　中央病院では、医師、看護師をはじめとする専門
のスタッフが連携し合って治療を進めています。
　お困り、お悩みの際は当院消化器内科・外科にご
相談ください。
（文責：中央病院
　外科診療部長　藪

やぶ う ち

内 伸一）

下大静脈

肝臓
（左葉）

胃

脾
ひ ぞ う

臓

膵尾部
膵臓

膵体部
膵管
膵頭部

十二指腸

胆管
胆嚢

肝臓
（右葉）

肝静脈

門脈

大動脈
肝動脈
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市や県では、創業・起業を考えている人を支援するさまざまな取り組みを行っています。
本市の創業・起業支援をお知らせします。

創業・創業・
起業支援起業支援
イベントイベント

　ワンストップ窓口（相談無料）
　※ところ　市役所本館２階4番窓口

　各支援機関と連携したワンストップ窓口を設置し、相談者に対
　して必要な支援施策や関係する支援機関を紹介します。

　創業相談ルーム（相談無料・要予約）
　創業・起業支援の専門家「インキュベーション・マネジャー」　
　が、構想・企画の段階から創業・起業に至るまで、相談に対応
　します。

　令和元年度　創業支援・空き店舗
　等活用事業補助金

　創業支援の一環として、市内の空き店舗、空き事務所、空き家
　を活用して事業を開始する人に、改修などに係る経費の一部を
　補助します。

とき　11月23日㈯　午後２時～４時
ところ　third.（サード）（西三番町１番８号）
　※third.とは、ウェブ制作会社の株式会社ビー
　　コーズがつくったコミュニティスペースです。
定員　30人（先着順）
参加費　無料（イベント終了後、交流会に参加を
　　　　希望する人は2,000円）
　※交流会もthird.で開催します。
主催　青森県地域産業課創業支援グループ、青森             
　　   商工会議所
運営　株式会社ビーコーズ

　地域で活躍する「仕掛人」は、どのような経緯・考えで行動を起こし実現への道を歩んでいるのか。
実現に至るまでの課題とその対応方法や考え方、これからの展望などについて、地域で活躍する３人の
「仕掛人」をパネリストとして招き、ディスカッション形式でお話します。

1992年、青森市生まれ。大学卒業後青森市
へ戻り、市内の特別支援学校で２年勤務。
2018 年４月から十和田市に移り、25歳の
ときにコミュニティスペース「14-54」内に
「14-54CAFE」をオープン。カフェ営業の傍ら、
地域の人とイベントを企画したり、高校生と
プロジェクトを進めたり、街に賑

にぎ

わいを創出
するべく活動中。

中野渡 卓也 さん

1981 年、茨城県鹿嶋市生まれ。2010 年に
三沢市に移住。2015 年にアメリカンバーを
主とした街歩き団体Misawa Night Hoppers
を有志と設立、三沢市のBar 文化を PRして
いる。個人では自然に関するツアーのサポート、
BBQイベントのゲストなど野外での活動を
通して地域の魅力を伝えるほか、青森県の民
芸も好きで南部菱

ひ し ざ

刺しの普及活動もしている。

木
きたき

滝 奈央 さん

２人組デザイン事務所 [字と図 ]の図（アート
ディレクター）。東京都出身、多摩美術大卒、
十和田市へ移住して６年目。
これまでに、iF デザイン賞、グッドデザイン
賞、総務大臣賞など多数の受賞歴あり。令和
元年に民

みん げ い

藝店 [くとうてん]と [時々郵便局]
を始める。趣味は石拾い。

よしだ すすむ さん

❖パネリスト

問 青森商工会議所　経営相談課
　 ☎017-734-1311
　 株式会社ビーコーズ☎664033

申

地域で活躍する「仕掛人」の実現力を探る
～やりたいことを実現するために～

地域での取り組みに興味のある人は気軽にご参加ください

1986 年、十和田市生まれ。IT 業界２
社を経て独立。2016 年４月にUターン
とともに株式会社ビーコーズを設立
し、WEB制作の傍ら、地域のコミュニ
ティスペースの「second.」(セカンド）、
多目的スペースとしての活用を目指し
ている「third.」の運営を行い、地元
での新しい価値・文化づくりに挑戦中。

❖ファシリテーター（進行役）

さん村
むらおか

岡 将
しょうり

利
株式会社　ビーコーズ 　代表取締役

※詳しい内容や申し込みについては各QRコードからご覧ください。
問（創業・起業に関すること）商工観光課☎516773

創業・起業支援をしています

問（婚活に関すること）政策財政課☎516712
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地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

市や県では、結婚を希望する独身男女を応援するさまざまな取り組みを行っています。
今号では、結婚をしたい人の出会いを応援する「縁結びサポーター」を養成する講習会についてお知らせします。

素敵な出会い応援します～青森県婚活支援事業～

縁結びサポーターとは…
縁結びサポーターとは…婚活支援情報の周知、イベントや交

婚活支援情報の周知、イベントや交流会のサポート、出会いの相談など、
流会のサポート、出会いの相談など、結婚を希望する独身男女の出会いか
結婚を希望する独身男女の出会いから結婚までを応援する人のことです。
ら結婚までを応援する人のことです。※青森県での婚活を応援してくれる
※青森県での婚活を応援してくれる　人であれば、資格や年齢・性別、　
　人であれば、資格や年齢・性別、　　居住地などの条件はありません。
　居住地などの条件はありません。

とき　11月27日㈬　午後２時～４時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　青森県での婚活を応援したい人
定員　20人
内容　①「イマドキの出会いから結婚」について学ぶ
　　　講師：小野 康一郎さん（あおもり出会いサポートセンター）
　　　②「結婚を希望する独身男女への支援の仕方」について学ぶ
　　　講師：柳澤 ふじこさん
　　　　　（フリーアナウンサー、コミュニケーション講師）
●参加特典として「好印象を与える虎の巻（身だしなみから会話術
（聞き方・話し方）まで）」を差し上げます。
参加費　無料
申込期限　11月25日㈪
主催　あおもり出会いサポートセンター

問 NPO法人プラットフォームあおもり
（あおもり出会いサポートセンター運営団体）
　☎017-763-5522　FAX017-763-5523
　メール　info@platform-aomori.org
　ホームページ　https://platform-aomori.org

申

とき　11月24日㈰　午前10時～午後３時
ところ　東北電力株式会社　十和田電力センター
　　　（西三番町７番１号）
　※七戸十和田駅（午前９時５分発）、青い森鉄道三
　　沢駅（午前９時25分発）からの送迎があります。
対象　25歳から39歳までの独身の人
　　　男女各９人（先着順）
　※男性は上十三・十和田湖広域定住
　　自立圏（※）に住んでいる人
　※女性は居住地を問いません。
内容　オール電化キッチンでパン
　　　ケーキやラテアートの調理
講師　クマガイクッキングスタジオ
　　　豊川 彰

あき こ

子さん

問 NPO法人プラットフォームあおもり
　☎017-763-5522
　メール　info@platform-aomori.org
　ホームページ　https://platform-aomori.org

申

「より、そう、料理婚活。in電力」
婚活イベント

参加費　2,000円（食材費）
申込期限　11月19日㈫
主催　東北電力株式会社　十和田電力センター
後援　十和田市
　❖この事業は「令和元年度十和田市婚活支援事業補
　　助金」を活用しています。
（※）上十三・十和田湖広域定住自立圏とは、十和田
　　　市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜
　　　町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、秋田県小
　　　坂町で構成する圏域をいいます。

とき　12月14日㈯　午後５時～７時30分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　20歳以上の独身の人
　　　男女各10人（先着順）
　※男性は市内の農業経営者（後継者含む）
　※女性は居住地を問いません。
内容　自己紹介トーク、クリスマスパーティー料理作り

問 市農業後継者対策協議会（市農業委員会内）
　☎516740　FAX㉓0787
　メール　noui@city.towada.lg.jp

申

クリスマス直前☆出会いとレシピ増やし隊
交流会第12弾

講師　クマガイクッキングスタジオ
　　　豊川 彰子さん
参加費　1,000円（食材費）
申込期限　12月11日㈬
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■インタビューを終えて
老若男女問わず「人」と「人」との関
わり合いを大切にしている方なのだと思
いました。子どもたちを笑顔にするため
に日々奮闘している姿は、きっと次世代
を担う子どもたちへも伝わっていること
でしょう。
　また、ご家族の協力があってこそ、こ
れだけの大きな事業を達成することがで
きているのだと思います。
　人が集まる場所には自然と笑顔が生ま
れます。これからも、笑顔があふれる十
和田市であるよう、水尻さんのさらなる
活躍を期待しています。

ホットな一句

奈
生
美

熱
望
が

無
限
に
描
く

未
来
地
図

・笑顔は幸せの連鎖を生みますよね。十和田こども食堂の
　常設を心から期待しています！（Ｕ）

・団体を立ち上げるには、１～２人だけでは無理で周囲の
　援助が必要ですね。（Ｋ）

・ボランティアの始まりは美しい。長続きしますよう、ど
　こかで微力でも協力できますように…（Ｓ）

・子どもたちが、地域の中でたくさんの人に支えられ、幸
　せに生きられる社会でありますように。（Ｓ）

・取材に同行して話を聞き、まさに「アイデアと行動力の
人」だと思いました。やる気をもらえた感じがしました！（Ｎ）

・お祭りも終わり、もうすぐ雪の季節。周りで子どもは見な
いけれど、子どもたちには元気に育ってほしいです。（Ｆ）

編集後記

編集　十和田市男女共同参画市民情報誌
　　　ゆっパル編集委員

　　　漆舘 優美花、木村 奈生美、笹森 栄子、
　　　新藤 幸子、中野渡 明美、深谷 淳子

発行　総務課　広報男女参画係
　　　☎51６７０２

Ｑ水尻さんの「食」へ対する思いやこだわりなどはありますか？
　県産、十和田市産の食材を極力使いたいため、さまざまな方の協力
を得て地産の物を使うようにしています。食材を提供してくれる方も
たくさんいて、非常に助かっています。また、こども食堂開催前には
必ずスタッフで集まり、当日と同じメニューを事前に確認しながら試
食し、流れなど確認しています。
　大学時代のアルバイト先の店主が、いつもおいしいゴハンを食べさ
せてくれたことが今でも忘れられず、その思い出がこども食堂開催へ
の思いにもつながったと思います。

Ｑ今後新たに取り組みたいこと、子どもたちへのメッセージなどはあ
　りますか？
　来年度は毎月開催することを目標に、いずれはこども食堂を常設し
たいです。また、市内だけではなく県規模でも開催したいと思ってい
ます。マイクロバスも持っていて運転することが好きなので、こども
食堂バスを作り、移動バスでの開催も考えています。
　子どもたちには人生を楽しんでほしいので、自分が楽しんだことや
経験などを後生にも引き継いでいきたいと思っています。

男女共同参画市民情報誌ゆっパル第38号



みんなで男女共同参画の輪を広げよう

地域全体で互いに協力し合うまちづくり

    地域で子どもを見守ろう
家庭や地域、社会などへ男女ともに参画し、生き生きと
暮らせる男女共同参画社会の実現のため、地域全体で互い
に協力し合うまちづくりが求められています。
　今号では、「食」を通して地域の大人たちと触れ合い、
子どもたちに笑顔の花を咲かせることを目的として活動し
ている「十和田こども食堂実行委員会」の水尻和幸委員長
にお話を伺いました。

Ｑ「十和田こども食堂実行委員会」を立ち上げた経緯を教え
　てください。
　以前、十和田青年会議所で理事長を務めた経験があり、そ
の時に子どもたちと関わる機会も多く、子どもたちや地域の
ために何かしたいという思いがありました。
　市内にあるいずみ法律事務所の鈴木陽

あきひろ

大弁護士と仕事上で
のお付き合いがあり、世間話をしている中で、市内にも貧困
な家庭や母子家庭で困っている人たちがたくさんいるとい
うことを知りました。そのような家庭の子どもたちに、単純
にお腹いっぱい、おいしい物を食べさせてあげたいという
思いから「十和田こども食堂」を開催することを決めました。

Ｑ「十和田こども食堂」を開催するに当たって、大変だった
　こと、続けていて良かったことなどはありますか？
　企画から開催までのノウハウは、青年会議所で学んでいた
こともあり、難なくできました。本業がグループホームの管
理者のため、例えば開催当日に入所者に急変などがあり、予
定変更になることなども想定していましたが、自分が不在で
も流れなど分かるように入念に準備はしていたので、その点
は安心していました。
　やはり、子どもたちの心から楽しんでいる姿を見られるこ
とが何よりの喜びです。準備は大変でも継続するエネルギー
が湧いてきます。また、いろいろな方々に集まっていただき
何かできたときの達成感は何度味わっても嬉しいものです。
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十和田市男女共同参
画市民情報誌「ゆっ
パル」編集委員によ
るコーナーです。

　この地方の方言で、"結ぶ "
という意味の「ゆっぱる」と、
英語で "仲間・友だち "という
意味の「パル」からできていま
す。『一人ひとりの思いが結び
ついて仲間をつくる』という願
いが込められています。

の由来ゆ っ パ ル

設　立　　平成 31 年１月１日
会員数　　20人
活動内容
　子どもたちに無料で食事を提供
し、温かいだんらんの機会を提供
する十和田こども食堂を運営

十和田こども食堂実行委員会

水尻 和幸さん（43歳）

　本業は「グループホーム　たかしずの森」（相坂字高清水）の管
理者。地域の子どもたちのためにできることの一つとして「十和田
こども食堂実行委員会」を立ち上げる。自身も３児の父。

Interview

十和田こども食堂実行委員会メンバーで
市長表敬

●今年度の「十和田こども食堂」開催日程
①５月５日㈰　市民交流プラザ「トワー　
　レ」で約100人参加。地元産の野菜サ　
　ラダや青森シャモロックのから揚げな　
　ど提供。
②８月25日㈰　相撲場で約90人参加。
③10月20日㈰　沢田悠学館で約60人参　
　加。親子でうどん作り体験。

　地元産野菜を使ったサラダや青森シャモロックの丸焼き、
棒パン焼き、うどん作りの体験型の交流などを通して、子
供たちに笑顔の花が咲いていました。

これまで開催したこども食堂
の様子



問青森県青少年・男女共同参画課☎ 017-734-9228

※専門の研修を受けた相談員が対応、秘密は厳守します。
相談受付時間　午前 10 時～午後９時（月・水曜日）
　　　　　　　午前 10 時～午後５時（火・木・金曜日）
　　　　　　　※土・日曜日、祝日、年末年始は除きます。

女性に対する暴力をなくす運動

問総務課広報男女参画係☎51 6702

　県では、性犯罪・性暴力の被害に遭われた人を支援す
るため、被害に遭われた人やその家族などからの相談を
受け、要望に応じた必要な支援をコーディネートする「あ
おもり性暴力被害者支援センター」を設置しています。
被害に遭ってしまったら、一人で悩まずにご相談ください。
＊性暴力被害専用相談電話「りんごの花ホットライン」
☎ 017-777-8349（やさしく）

あおもり性暴力被害者支援センター

　女性に対する暴力行為（性犯罪、ドメス
ティック・バイオレンスなど）は重大な人
権侵害となります。配偶者などからの暴力
や性犯罪など、女性に対する暴力を許さな
い社会環境づくりに向け、女性の人権を尊
重する啓発活動を推進しています。

女性に対する暴力
根絶のシンボルマーク
パープルリボン
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11月は児童虐待防止推進月間、11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間です11月は児童虐待防止推進月間、11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間です

問こども家庭相談センター（こども子育て支援課内）
　☎51 6734

　国では、児童虐待防止法が施行された 11 月を「児
童虐待防止推進月間」と定め、児童虐待問題に対す
る深い関心と理解が得られる取り組みを推進してい
ます。その一環として、児童虐待防止のシンボルマー
クであるオレンジリボンを広める運動を実施してい
ます。
　児童虐待防止は、速やかな通報が大事です。「虐待
かな」と思ったら、通報・情報提供をお願いします。
匿名の通報・情報提供も可能です。

子ども虐待防止「オレンジリボン運動」

　「子育てに優しい社会」をつくるこ
とが、児童虐待防止につながります。
市民一人一人に何ができるか、この機
会に考えてみませんか？

＊通報・情報提供先
　児童相談所全国共通ダイヤル 189（いちはやく）
　七戸児童相談所☎60 8086
　こども家庭相談センター☎51 6734

「「女女
ひとひと

とと男男
ひとひと

」がともに輝くまちの実現をめざして」がともに輝くまちの実現をめざして 問総務課広報男女参画係☎51 6702

　災害発生時の対応では、体力が必要とされる場面が
多く、これまでの防災体制は男性主導で考えられてき
ましたが、東日本大震災をはじめとした過去の災害対
応における経験から、防災対策を実施するに当たって
は、男女共同参画の視点で防災対応を考えることがと
ても重要です。

男女の人権を尊重して安全・安心を確保 

男男女女共同参画共同参画 ～男女共同参画の視点から～男女共同参画の視点から防災防災を考えよう～ を考えよう～ 

特に避難生活において人権に配慮することは、女性、
男性に関わらず必要不可欠なことであり、どのような
状況にあっても、一人一人の尊厳、安全を守ることが
重要です。    

東日本大震災の避難所では、仕切り用パーティショ
ンや更衣室がないため、布団の中で周りの目を気にし
ながら着替えなければいけなかったことなどが報告さ
れています。
　男女の人権を尊重して、避難生活の安全・安心を
確保するため、プライバシーを確保できる仕切りの
工夫、異性の目が気にならない男女別の更衣室、男
女別トイレ、授乳室や安心して相談や診察などを受
けることができるスペースの整備などを行うことが
必要です。

避難行動要支援者への対応に男女共同参画の視点を 
最近では過去の経験から、防災対応の現場で女性が

活躍し、支援の手が届きにくい高齢者や乳幼児など避
難行動要支援者（※）への細やかな配慮がなされるよ
うになっています。
　現状として、家庭内で高齢者や障害者の介護などや
乳幼児の保育などを行っているのは女性が多く、また
医療、保健、福祉、保育などに関わる専門職にも女性
が多い状況です。そのため、災害時に女性の視点、観
点を取り入れることは、避難行動要支援者の意見を反
映することにつながることから、女性が避難所運営な
どの方針決定過程に参画することが重要です。

※避難行動要支援者…災害から避難するときや、避難生活の中で特に支援を必要とする人たち。一般的には要介護高齢者や障害者、外国人、乳幼児、妊産婦などが挙げられます。

災害時には、平常時における課題がより一層顕著
になって現れます。災害時でも男女がそれぞれの役
割を発揮するために、日ごろから家庭、職場や地域
の中で男女共同参画の視点での防災対応を考えるこ
とが大切です。
　日ごろから夫婦で、家庭で、地域で防災について
考え、話し合い、いざというときのために備えてお
きましょう。

日ごろから男女共同参画の視点での防災対応

子ども虐待防止の
シンボルマーク
オレンジリボン



　厚生労働省は、介護について理解と認識を深め、介護サービス利用者
と家族・介護従事者を支援し、地域社会における支え合いや交流を促進
する日として「11月11日」を「介護の日」と定めています。
　約３人に１人は高齢者の時代です。それぞれの立場で、他人事から自
分事として考えてみる機会にしませんか。

＜市の高齢者の状況（令和元年９月末現在の十和田市人口　61,158人）＞
○65歳以上の高齢者数　19,882人（高齢化率　32.5％）
○65歳以上の要介護・要支援認定者　3,304人（65歳以上の要介護認定率　16.6％）6％）

毎日、あったか介護毎日、あったか介護
ありがとうありがとう

問高齢介護課高齢者総合支援室☎5167201
い い ひ い い ひ

1月11日は、介護の日

※認知症の人やその家族のためのガイドブック「十和田
市認知症ケアパス」（令和元年７月改訂版）を市ホーム
ページに掲載しています。ぜひご覧ください。

　認知症の「もの忘れ」 　加齢による「もの忘れ」

体験したこと自体を忘れる 体験の一部を忘れる

もの忘れを自覚できない もの忘れの自覚がある

月日、家族、自宅の場所な
どが分からなくなる

日は多少間違えても、月は
間違えない。家族や自宅の
場所などは覚えている

性格が変わる 性格に大きな変化はない

日常生活に支障がある 日常生活に大きな支障はな
い

当てはまることはありませんか？

　地域活動、ボランティア、趣味活動など始めてみたいシニアの人へ、社会
参加による生きがいづくりや健康づくりについてご紹介します。寸劇や作品
展示など楽しい内容が盛りだくさんです。申し込み不要ですので、気軽にご
参加ください。
とき　11月22日㈮　午後１時～３時30分
ところ　市民文化センター
内容　寸劇、活動発表、作品展示など
定員　100人程度
問市社会福祉協議会☎㉓2992

「まだいける！シニア世代の地域デビューのススメ」
十和田市生活支援体制整備委託事業

とき　12月５日㈭～令和２年３月12日㈭の毎週木曜日（全14回）
　　　午前10時～11時30分
ところ　アネックススポーツランド
　　　　（桜の広場から焼山までの送迎バスを運行します）
対象　おおむね65歳以上の人で、全14回参加可能な人
定員　25人（過去に参加したことがない人を優先します）
持ち物　飲み物、タオル、筆記用具
申込期限　11月18日㈪
※動きやすい服装で、ウオーキングシューズを着用ください（歩行が困難な人はご遠慮ください）。
問高齢介護課☎516720

ノルディックウォーク参加者募集
冬場の運動不足解消事業

　もの忘れが気になる、認知症ではないかと不安…そ
んな不安を抱えている人はもの忘れ相談をご利用くだ
さい。精神神経科医師・精神保健福祉士が相談に応じ
ます。毎月の日程は、広報とわだ「ほけんのページ」
に掲載しています。

認知症に早めに気付くために…
「もの忘れ相談」を開催しています
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市役所からのお知らせ



  ～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　上十三・十和田湖広域定住自
立圏内のイベント情報をお届け
します♪

出かけ出

三沢市

問三沢市商工会☎532175

ミサワパンタシア
　高さ約16mのビッグツリーをシン
ボルに、なかよし公園がきらびやか
で幻想的なイルミネーションで彩ら
れます。特設スタンディングバーや
スタンプラリーも開催します。

▼とき　11月22日㈮
　　　　～令和２年１月13日㈪
　　　　午後４時30分～午前０時
点灯式：11月22日㈮午後５時50分～

▼ところ 三沢市中央町なかよし公園

日本一のおいらせ鮭まつり
　鮭のつかみ取りやサーモンレース、
芸能ステージなど催事も充実してい
ます。

▼とき　
　11月16日㈯ 
　午前９時30分～午後４時
　17日㈰ 
　午前10時～午後３時30分

おいらせ町

クリスマスマーケットin小坂2019

　近代クリスマス発祥の地「小坂
町」でのクリスマスマーケット。会
場全体がイルミネーションで飾られ、
幻想的な雰囲気を体験できます。会
場ではクリスマスにちなんだグッズ
や飲食などの販売、ステージイベン
トも開催します。

▼とき　11月30日～12月21日の土曜日
　　　　午後５時～７時30分　　　　
　　　　（12月21日は午後８時まで）

▼ところ　明治百年通り（天使館周辺）

小坂町

問小坂町観光産業課観光商工班
　☎0186㉙3908
　小坂まちづくり株式会社
　☎0186㉙5522

野辺地町
旧野村家住宅離れ（行在所）

夜間特別公開！
　「明治天皇の見た風景を体感す
る」というテーマで、国登録有形・
旧野村家住宅離れ（行在所）の夜間
特別公開と竹灯籠による庭のライト
アップを行います。また、イルミ
ネーション点灯、雅楽演奏、特産品
の販売・飲食ブースの出展もありま
す。

▼とき　11月３日㈰ 
　　　　午後４時30分～７時30分

▼ところ　旧野村家住宅離れ(行在所)
　　　　　※野辺地町役場裏
問歴史民俗資料館☎0175649494

あなたの街の

法法 律律 相相 談談
～第46回～

市民の皆さんの身近な事柄を取
り上げ、法律の面から弁護士が解
説します。今回は「遺留分に関す
る法改正」です。

問まちづくり支援課☎516777

　遺留分制度の法改正につい
て教えてください。

　遺留分とは、兄弟姉妹以外
の相続人について、その生活
保障を図るなどの観点から、
遺産の最低限の取り分を確保
する制度です。これまでは、
遺留分を侵害された相続人が、
被相続人から多額の遺贈また
は贈与を受けた者に対し、遺
留分減殺請求権を行使すると、
当然に共有状態が生じました。
法改正により、遺留分を侵害
された相続人は、遺留分侵害

　改正により、どのようなこ
とが期待されるのですか。

　以前は、遺留分減殺請求に
より、個々の資産につき、請
求者との間で当然に共有関係
となりました。そのため、例
えば、事業承継のケースを考
えた場合、経営者であった被
相続人が保有していた自社株
式や事業用資産までも、遺留
分減殺請求をした相続人と共
有になるので、自社株式や事
業用資産が分散するなどの問
題がありました。
　今回の改正により、遺留分
侵害額の請求によって生ずる
権利は金銭債権となり、個々
の資産につき共有関係となる
ことが回避され、遺贈や贈与
の目的財産を受遺者等に与え
たいという遺言者の意思を尊
重しやすくなりました。事業
承継に不可欠な自社株式や事

　裁判所に対し、支払期限の
猶予を求めることができます。

　受遺者などが遺留分権利者
の承継した相続債務を弁済な
どによって消滅させたときは、
消滅した債務額の限度におい
て、遺留分権利者に対する意
思表示により、遺留分侵害額
請求により負担した債務を消
滅させることができます。

（文責・弁護士　橋本 明広）
弁護士法人青空と大地 ☎㉑5162

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

額に相当する金銭を請求でき
るようになりました。

業用資産を後継者に承継しや
すくなると期待されます。

　受遺者などが金銭を直ちに
準備できない場合には、何か
方法はありますか。

Ｑ

　受遺者などが相続債務を弁
済した場合にはどうなります
か。

Ｑ

　法改正はいつからですか。Ｑ

　令和元年７月１日から施行
されています。

Ａ

▼ ところ　しもだサーモンパーク
問おいらせ鮭まつり実行委員会
 （商工観光課内）☎0178564703

▼

　
　午
　
　午
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中
央
病
院
の
お
見
舞
い
の
面
会
時
間
、
面

会
方
法
が
変
わ
り
ま
す

12
月
２
日
㈪
か
ら
中
央
病
院
で
の
お
見

舞
い
の
際
の
面
会
時
間
、
面
会
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

面
会
時
間　

午
後
１
時
〜
８
時

面
会
方
法　

面
会
者
受
付
票
に
記
入
し
、

　

面
会
札
を
受
け
取
り
面
会

受
付
場
所　

▼
（
平
日
の
午
後
１
時
〜
５

　

時
）　

総
合
受
付　

▼
（
平
日
の
午
後
５
時
〜
８
時
、
休
日

の
午
後
１
時
〜
８
時
）　

防
災
セ
ン
タ
ー

問
中
央
病
院
医
事
課
☎
㉓
５
１
２
１

協
働
の
力
で
快
適
な
冬
道
を
！

市
で
は
、
市
民
・
除
雪
業
者
と
の
協
働

に
よ
る
除
雪
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

◀

道
路
へ
の
雪
出
し
は
し
な
い
。

◀
路
上
駐
車
は
し
な
い
。

◀
屋
根
の
雪
が
道
路
に
落
ち
な
い
よ
う
、

　

対
策
を
立
て
る
。

◀

除
雪
後
の
間
口
寄
せ
雪
の
片
付
け
は

　

各
家
庭
で
行
う
。

◀

除
雪
作
業
中
の
車
両
に
は
絶
対
近
寄

　

ら
な
い
。

◀

除
雪
作
業
用
の
雪
置
き
場
に
は
雪
を

　

置
か
な
い
。

◀

路
肩
に
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
除
雪
作
業

　

の
支
障
に
な
る
も
の
は
置
か
な
い
。

共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
快
適
な
冬
道
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

問
土
木
課
☎
51
６
７
３
０

除
雪
が
困
難
な
世
帯
へ
除
雪
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対

し
、
除
雪
を
支
援
す
る
「
ま
ご
こ
ろ
除
雪

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

高
齢
者
（
70
歳
以
上
）、
身
体
障

　

害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
）

　

お
よ
び
児
童
（
小
学
生
以
下
）
の
み
で

　

構
成
さ
れ
、
自
ら
の
家
の
敷
地
を
自
ら

が
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な
非
課
税
世
帯

実
施
内
容

間
口
か
ら
玄
関
先
ま
で
の
簡

　

易
な
除
雪
（
一
人
が
歩
け
る
範
囲
）

申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
先
に
備
え
付

　

け
の
利
用
申
請
書
に
記
入
の
上
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
対
象
と
な
っ

た
人
へ
は
利
用
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
先　

高
齢
介
護
課
（
本
館
１
階

9
、
10
番
窓
口
）
、
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
、
十
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
（
申
し
込
み
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

　

高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０

（
作
業
実
施
に
関
す
る
こ
と
）

　

土
木
課
☎
51
６
７
３
０

十
和
田
市
手
話
言
語
条
例
骨
子
（
案
）
に

対
す
る
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
地
域
で
支
え
合
い
、
手
話

を
使
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
十
和
田
市
を
目
指
し
て
、
手
話
言
語
条

例
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

条
例
骨
子
（
案
）
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

条
例
骨
子
（
案
）
の
閲
覧
場
所
・
意
見
書

様
式
の
入
手
方
法

生
活
福
祉
課
に
備
え

　

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
14
日
㈭

提
出
方
法

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

　

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
福
祉
課（
本
館
２
階
6
番
窓
口
）

☎
51
６
７
１
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
７
５
９
９

メ
ー
ル

seikatsufukushi@
city. 

tow
ada.lg.jp
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☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表

十
和
田
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
９

を
策
定
し
ま
し
た

　

本
市
の
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
、
将

来
像
を
示
し
、
今
後
も
安
全
で
安
心
な
水

道
水
の
安
定
供
給
と
持
続
可
能
な
水
道
事

業
を
構
築
す
る
た
め
、「
十
和
田
市
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
９
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

当
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
水
道
課
窓
口
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
水
道
課
☎
㉕
４
５
１
６

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
コ
ン
ビ
ニ

で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

が
コ
ン
ビ
ニ
や
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
（
※
）
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
と
は
、
公
共
料
金
収
納
端

末
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
の
こ
と
で
す
。

※
納
入
期
限
日
を
過
ぎ
た
納
付
書
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
や
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
で
の
支
払
い
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
管
理
課
☎
㉕
４
５
１
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
の
申

請
は
お
済
み
で
す
か

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
の

申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
購
入
引
換
券
の
申
請
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
済

ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
相
談
室
Ｇ

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

必
要
な
物

▼
申
請
書
▼
印
鑑

申
込
期
限

11
月
29
日
㈮

問
生
活
福
祉
課
☎
51
０
０
９
５（
専
用
電
話
）



令和２年度　十和田市私立幼稚園協会　
幼稚園児（３歳以上）を募集します
幼稚園は子どもが初めて出会う学校です

　十和田市私立幼稚園協会加入の各幼稚園で入園案内
を配布しています。
　詳しくは各幼稚園へお問い合わせください。

お問い合わせ先

▲

学校法人東北カトリック学園
　十和田カトリック幼稚園　☎㉓2518▲

学校法人吉田学園
認定こども園十和田みなみ幼稚園　☎㉓3797▲

学校法人さつき学園
認定こども園さつき幼稚園　☎㉒1636▲

学校法人青森山田学園
　青森大学附属北園幼稚園　☎㉒1871

年
末
調
整
・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

と
き　

①
11
月
12
日
㈫　

◀

午
後
１
時
30

　

分
〜
３
時
（
年
末
調
整
）

◀

午
後
３
時

10
分
〜
４
時（
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
）

②
11
月
27
日
㈬　

◀

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

◀

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分
（
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
）

と
こ
ろ

①
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

②
奥

　

入
瀬
合
同
庁
舎
１
階　

共
用
会
議
室

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
十
和
田
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
㉓
３
９
９
７

宝
く
じ
助
成
金
で
集
会
所
を
整
備
し
ま
し
た

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

「
中
矢
町
内
会
」
が
集
会

所
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
拠
点
施
設
の

機
能
強
化
が
図
ら
れ
、

高
齢
者
や
住
民
が
集
う

憩
い
の
場
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
５

※物件の詳細内容、図面、写真などは収納課（本館１階7番窓口）
　で閲覧できます。
※番号１-18、１-19 の物件は農地のため、公売に参加する人は 12 月
　３日㈫までに農業委員会で買受適格証明書を申請してください。

番号 不動産の所在 登記
地目 面積 最低公売

価額

１-17

元町西三丁目67番３ 宅地 418.82㎡

3,830,000円
元町西三丁目67番地３

共同
住宅 84.44㎡

居宅 42.22㎡
居宅 42.22㎡

【12 月】

▶入札日時　12 月３日㈫　午前 10 時～ 10 時５分

▼場所　市役所本館２階会議室１

番号 不動産の所在 登記
地目 面積 最低公売

価額
１-18 大字奥瀬字北向230番１ 田 2,297㎡ 269,000円
１-19 大字大沢田字橋場211番 田 2,633㎡ 288,000円

【１月】

▶入札日時　令和２年１月 10 日㈮　午前 10 時～ 10 時５分

▼場所　市役所本館２階会議室１

差し押さえした不動産を公売します 問収納課☎51 6761

▶入園願書の受付開始　11月１日㈮
※10月１日から幼稚園の利用料（保育料）が無償に　
　なりました。

2518

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
未
来
の
生
活
設

計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
、
自
分
の
年
金
情
報
を
手
軽

に
確
認
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
各
種
サ
ー
ビ
ス

　

▼
自
分
の
年
金
記
録
の
確
認

▼
将
来
の
年
金
見
込
み
額
の
試
算

▼
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

▼
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
各
種
通

　
　

知
書
の
確
認
や
再
交
付
申
請
な
ど

※
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
利
用
に
は
登

　

録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

　

八
戸
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
７
８
・
４
４
・
１
７
４
２

　

市
民
課
☎
51
６
７
５
３

（
い
い
）　
（
み
ら
い
）

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

所
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）
は
労

働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
事
業
主
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続

き
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

　

を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

問
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
十
和
田
出
張
所

　

☎
㉓
５
３
６
１
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指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　

警
察
か
ら
殺
人
や
強
盗
、
暴
行
、
窃
盗
、

詐
欺
な
ど
の
事
件
で
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
被
疑
者
は
全
国
で
約
６
０
０
人
（
令
和

元
年
８
月
末
現
在
）
に
上
っ
て
い
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜

査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
掛
け
た
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
警
察
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
警
察
署
☎
㉓
３
１
９
５

農
業
用
免
税
軽
油
免
税
証
の
交
付
申
請
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

農
業
用
免
税
軽
油
免
税
証
（
令
和
２
年

３
月
か
ら
の
使
用
分
）
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
し
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

受
付
場
所　

十
和
田
合
同
庁
舎
１
階　

上

　

北
地
域
県
民
局
県
税
部

※
販
売
店
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合
は
、

　

販
売
店
の
受
付
期
間
に
遅
れ
る
こ
と
が

　

な
い
よ
う
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

　

ま
す
。
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
免
税
証

　

の
交
付
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課　

　

☎
㉒
８
１
１
１

ぶ
ら
っ
と
な
ん
で
も
相
談
会
＠
ま
ち
な
か

健
康
相
談

　

弁
護
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師

が
あ
な
た
の
日
ご
ろ
の
悩
み
に
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

11
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

問
上
十
三
ぶ
ら
っ
と
相
談
研
究
所

　

☎
０
８
０
・
６
０
５
７
・
３
７
９
２

全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会
青
森

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
人
、
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題

で
困
っ
て
い
る
人
、
依
存
症
回
復
施
設
へ

の
入
寮
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
会
で
す
。

◇
依
存
症
セ
ミ
ナ
ー

と
き

11
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

若
年
性
認
知
症
ミ
ニ
講
話
＆
相
談
会

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
若
年
性
認
知
症

に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
話
、
個
別
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

と
き

11
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
第
５
研
修
室

※
講
話
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
個
別
相
談
を
希

望
の
場
合
は
、事
前
に
予
約
し
た
人
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

問
青
森
県
若
年
性
認
知
症
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
７
８
・
３
８
・
１
３
６
０

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ム
５
階
「
白
鳥
」

◇
家
族
の
会

と
き

11
月
23
日
㈯　

午
後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ム
７
階
「
む
つ
」

◇
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
の
会

と
き

11
月
23
日
㈯　

午
後
５
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ム
７
階
「
む
つ
」

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会

　

青
森
☎
０
９
０
・
４
０
２
３
・
７
３
４
２

11
月
10
日
〜
16
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問

題
啓
発
週
間
で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
連
す
る
問
題
は
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
☎
51
６
７
９
１

45
歳
以
上
の
人
の
転
職
・
再
就
職
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す

　

就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
た
い

人
、
就
職
活
動
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

な
ど
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

（
予
約
制
）
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　
月
３
回
（
水
曜
日
）　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

友
の
会
福
祉
会
館
（
八
戸
市
長

　

根
１
丁
目
２　

８
）

問
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お
も
り

　

☎
０
１
７
・
７
２
３
・
６
３
５
０

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す

　

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
平
日
の

電
話
相
談
時
間
を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日

も
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

強
化
週
間

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

※
23
、
24
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
々

が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や
思
い
を
話
せ

る
場
で
す
。聞
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

と
き

11
月
10
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

八
戸
駅
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階
研
修
室

問
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
電
話
☎
０
１
７
・
７
８
７
・
３
９
５
７
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八
戸
盲
学
校
・
八
戸
聾
学
校

協
働

相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る　

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　

盲
学
校
・
聾ろ
う
学
校
教
員
が
「
見
え
、
聞

こ
え
、
こ
と
ば
、
発
達
」
な
ど
に
関
す
る

相
談
支
援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

　

４
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

乳
幼
児
〜
成
人
（
ご
家
族
や
担
任
の
先
生
も
可
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す（
保
健
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
）。

問
八
戸
盲
学
校
・
八
戸
聾
学
校
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７
８
・
４
３
・
３
９
６
２
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中
小
企
業
振
興
に
関
す
る
情
報
交
換
会
参

加
者
募
集

　

企
業
、
行
政
、
商
工
団
体
、
市
民
な
ど

と
の
情
報
共
有
に
よ
り
、
本
市
の
経
済
・

雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

11
月
18
日
㈪　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

内
容　

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
企
業
の

　

現
状
や
、
企
業
の
開
発
・
投
資
の
動
向

令
和
元
年
度
排
水
設
備
工
事
配
管
工
認

定
講
習
責
任
技
術
者
・
配
管
工
更
新
講
習

（
青
森
県
下
水
道
協
会
主
催
）
受
講
者
募
集

と
き

令
和
２
年
１
月
14
日
㈫
〜
24
日
㈮

と
こ
ろ

①
配
管
工
認
定
講
習

青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市　

　

②
責
任
技
術
者
更
新
講
習

青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、
む
つ
市
、

　

五
所
川
原
市

　

③
配
管
工
更
新
講
習

　

②
と
同
じ

受
講
料

①
・
②
７
千
円　

③
５
千
円　

（
別
途
、
振
込
手
数
料
必
要
）

申
し
込
み
方
法

下
水
道
課
に
備
え
付
け

　

の
申
込
書
に
所
定
の
書
類
を
添
え
て
、

　

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

11
月
７
日
㈭
〜
29
日
㈮

※
受
講
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
青
森
県
下

　

水
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.aom
ori-psw

a.jp/

）
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎
㉕
４
０
１
５

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申し込み先　総務課広報男女参画係☎51 6702

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

図
書
館
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

内
容　

図
書
の
返
本
・
整
理
、
イ
ベ
ン
ト

　

の
手
伝
い
な
ど

申
し
込
み
方
法　

市
民
図
書
館
に
備
え
付

　

け
て
あ
る
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込

書
に
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

第
33
回
十
和
田
湖
の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
募
集

テ
ー
マ　

十
和
田
湖
周
辺
の
四
季
折
々
を

　

表
す
自
然
・
観
光

応
募
期
限　

令
和
２
年
１
月
5
日
㈰
必
着

応
募
規
定　

Ａ
４
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

　

※
平
成
31
年
１
月
以
降
に
撮
影
し
た
未

　
　

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

十
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

　

令
和
２
年
４
月
採
用
の
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
人
数

　

▼
一
般
事
務　

２
人
程
度

申
込
期
限

11
月
28
日
㈭

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

tow
ada-shakyo.or.jp/

）
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

問
十
和
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
㉓
２
９
９
２

　

な
ど
各
種
情
報
交
換

対
象　

地
域
経
済
や
中
小
企
業
の
振
興
な

　

ど
に
興
味
の
あ
る
人

申
し
込
み
方
法　

商
工
観
光
課
に
備
え
付

　

け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

11
月
13
日
㈬

問
商
工
観
光
課（
本
館
２
階
4
番
窓
口
）

☎
51
６
７
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
９
７
９
９

　

メ
ー
ル

shokokanko@
city. 

tow
ada.lg.jp

十
和
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議
市

民
委
員
募
集

　

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
人

　

で
、
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
る
人

募
集
人
員

３
人
以
内

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

報
酬（
日
額
）　

６
千
円（
所
得
税
控
除
前
）

申
し
込
み
方
法　

こ
ど
も
子
育
て
支
援
課

　

に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
公
募
委
員

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

　

送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

申
込
期
限

11
月
22
日
㈮
（
必
着
）

問
こ
ど
も
子
育
て
支
援
課
（
本
館
１
階

8
番
窓
口
）
☎
51
６
７
１
６



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
国
際
交
流
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
日
本
語
教
師
養
成
講
座
終
了
者
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
国
際
交
流
協
会
で

は
、
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
人

の
リ
ス
ト
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
語

教
師
養
成
講
座
を
終

了
し
、
日
本
語
を
教

え
ら
れ
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
い
ず
れ
も

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
国
際
交
流
協
会
・

村
山
☎
０
９
０
・
５
１
８
７
・
５
１
７
０

メ
ー
ル

voyage@
trust.ocn.ne.jp

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の人 年間を通じて
行っています。12 月７日㈯、８日㈰

青森駐屯地
八戸駐屯地

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般）

中卒（見込み含む）
17 歳未満の男子

11 月１日㈮
～令和２年
１月６日㈪

【１次試験】
令和２年１月 18 日㈯

青森駐屯地
弘前医療福祉大学
小中野公民館（八戸市）

【２次試験】
令和２年１月 31 日㈮～２月３日㈪

青森駐屯地
八戸駐屯地

貸費学生

大学の理学部・工学部の３
年、４年次または大学院（専
門職大学院を除く）修士課
程に在学し、３年次修業
時４月１日現在 24 歳未満。
４年次 25歳未満の人
※詳しくはお問い合わせく
　ださい。

11 月１日㈮
～令和２年
１月６日㈪

令和２年１月 25 日㈯ 仙台駐屯地

令和元年度自衛官等募集 問自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎531346

公
共
職
業
訓
練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」

12
月
期
受
講
生
募
集

　

離
職
さ
れ
た
方
々
の
早
期
再
就
職
を
図

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
施
工
方
法
に
関
す

る
技
能
や
知
識
を
習
得
す
る
「
住
宅
建
築

施
工
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間

12
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年
６

　

月
４
日
㈭
（
６
カ
月
間
）

訓
練
場
所　

青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

　

ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

　
（
八
戸
市
類
家
二
丁
目
７
番
40
号
）

応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

　

し
込
み
を
し
て
い
る
人

定
員

15
人

申
込
期
限

11
月
15
日
㈮

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別
途
テ
キ
ス

　

ト
代
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

問
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

八
戸
実
習
場
☎
０
１
７
８
・
７
３
・
５
５
３
５

自
然
ふ
れ
あ
い
観
察
会
参
加
者
募
集

十
和
田
湖
中
山
半
島
め
ぐ
り

　

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
肌
や
ワ
イ
ル
ド
な

景
観
部
分
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
初
冬
の

中
山
半
島
を
探
検
し
ま
す
。

と
き
・
集
合
場
所

12
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　

十
和
田
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
学
生
以
上

持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
登
山
装
備

費
用　

３
千
円

申
込
期
限

11
月
27
日
㈬

※
最
少
催
行
人
数
５
人

問
自
然
公
園
財
団
十
和
田
支
部

　

☎
75
２
３
６
８

審
査
員　

和
田
光
弘
さ
ん

　
（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
・
日
本
大
学

　

芸
術
学
部
写
真
学
科
講
師
）

入
賞　

環
境
大
臣
賞
・
国
土
交
通
大
臣
賞

　
（
賞
金
２
万
円
・
賞
状
）　

各
１
人　

　

ほ
か
各
賞　

※
本
年
度
か
ら
小
・
中
学

　

生
限
定
の
特
別
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
（
一
社
）
十
和
田
奥
入
瀬
観

　

光
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

ada.travel/ja/new
s- 

events

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
十
和
田
奥
入
瀬
観
光
機
構

　

☎
75
１
５
３
１

在
日
米
軍
三
沢
基
地
従
業
員
募
集

　

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務

管
理
機
構
「
エ
ル
モ
」
で
は
、
在
日
米
軍

三
沢
基
地
で
勤
務
す
る
従
業
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.lm
o.go.jp)

を
ご
覧

　

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

問
エ
ル
モ
三
沢
支
部
管
理
課

　

管
理
係
☎
53
４
１
６
５

■
三
沢
米
軍
基
地
家
族
と
の
交
流
参
加
者

　

募
集

　

三
沢
米
軍
基
地
内
の
家
族
と
交
流
し
ま

せ
ん
か
。

と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日　

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

三
沢
米
軍
基
地
内
・
十
和
田
市

　

内
の
施
設
を
交
互

費
用　

２
千
円

※
申
し
込
み
は
随
時

　

受
け
付
け
し
て
い

　

ま
す
。
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令
和
元
年
度
十
和
田
湖
環
境
保
全
会
議

十
和
田
湖
の
水
質
や
周
辺
環
境
の
保
全

に
関
す
る
活
動
、
調
査
研
究
に
つ
い
て
講

演
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
７
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

十
和
田
富
士
屋
ホ
テ
ル

対
象　

十
和
田
湖
の
環
境
保
全
に
興
味
の

　

あ
る
人

定
員　

40
人
程
度

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
環
境
生
活
部
環
境
保
全
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
４
２

■
女
性
の
た
め
の
教
養
教
室

◇
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　

も
み
の
木
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
に

ぴ
っ
た
り
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

と
き

12
月
６
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

■
裂
織
教
室
（
後
期
）

　

先
人
の
知
恵
と
技
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

と
き

11
月
19
日
〜
12
月
13
日
の
毎
週
火
・

金
曜
日
（
全
８
回
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

沢
田
悠
学
館

定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
用

３
千
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限

11
月
８
日
㈮

費
用

２
千
円
（
材
料
費
）

申
込
期
間

11
月
７
日
㈭
〜
20
日
㈬

製
本
教
室
〜
読
書
手
帳
を
手
作
り
し
よ
う
！
〜

　

手
作
り
の
読
書
手
帳
を
作
成
し
ま
す
。

と
き

11
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館　

多
目
的
研
修
室

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

定
員

15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限

11
月
15
日
㈮

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

中
央
病
院
「
市
民
健
や
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

と
き　

11
月
27
日
㈬　

午
後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

中
央
病
院
１
階
外
来
待
合
室

演
題
「
血
液
検
査
値
の
読
み
方
〜
肝
・
膵す
い

　

機
能
、
腎
機
能
を
中
心
に
〜
」

講
師　

臨
床
検
査
科
技
師
長
心
得
國
分
慎し
ん

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申し込み先　総務課広報男女参画係☎51 6702

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
民
間
教
育
事

業
者
に
よ
る
講
座
体
験
＆
見
学
デ
ー

一
日
で
多
く
の
講
座
を
体
験
し
て
自
分

に
合
っ
た
講
座
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
ご

自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

と
き

11
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

健
康
体
操
、
ズ
ン
バ
ダ
ン
ス
、
ピ

　

ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ガ
、
箏
、
陶
芸
、
書
道
、

　

生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

な
ど

※
講
座
に
よ
り
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
材
料
費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
講
師
の
会
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
58
０
１
８
６

　

講
師
の
会
・
加
藤

　

☎
０
９
０
・
８
５
８
０
・
９
１
６
９

■
食
文
化
講
座

◇
飾
り
巻
き
寿
司
作
り
教
室

　

お
い
し
く
華
や
か
な
飾
り
巻
き
寿
司
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

沢
田
悠
学
館

定
員

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

千
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、

　

調
理
ば
さ
み

申
込
期
限

11
月
12
日
㈫

◇
だ
し
活
で
お
い
し
く
減
塩

【
高
齢
者
講
座
と
共
催
】

　

だ
し
の
う
ま
味
を
活
用
し
て
、
お
い
し

く
減
塩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
期
間

11
月
21
日
㈭
〜
29
日
㈮

◆
い
ず
れ
も

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
58
０
１
８
６

い課課課課９
１
６
９
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第
２
回
味み
ら
く楽
工
房
食
品
加
工
室
研
修
会

本
年
度
導
入
し
た
真
空
包
装
機
を
使
っ

て
食
品
加
工
を
学
び
ま
す
。

と
き

11
月
15
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
奥
入
瀬　

味
楽
工
房

内
容　

真
空
調
理
（
漬
物
な
ど
）

定
員

20
人

持
ち
物　

長
靴
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
期
限

11
月
11
日
㈪

問
と
わ
だ
産
品
販
売
戦
略
課

　

☎
51
６
７
４
３

令
和
元
年
度
畜
産
講
習
会

と
き

11
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ

演
題
・
講
師

①
「
地
域
で
取
組
ん
だ
白
血
病
清
浄
化
へ

　

の
３
ス
テ
ッ
プ
」

　

つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所　

防
疫
課
長

　

角
田
裕
美
さ
ん

②
「
子
牛
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に
必

　

要
な
こ
と
は
」

　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ー
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

矢
田
谷
健
さ
ん

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
上
十
三
地
区
家
畜
衛
生
推
進
協
議
会

　

☎
㉕
２
３
６
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
３
８
８
８

市
民
の
た
め
の
「
薬
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

㏌
と
わ
だ

〜
お
く
す
り
の
こ
と
は
薬
剤
師
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
！
〜

と
き

11
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

十
和
田
商
工
会
館
１
階
ホ
ー
ル

演
題
・
講
師　

①
「
知
っ
て
得
す
る
！
お
口
の
健
康
に
ま

　

つ
わ
る
話
〜
糖
尿
病
と
歯
周
病
〜
」　

　

石
要
歯
科　

小
西
史
人
院
長

②
「
薬
局
の
上
手
な
活
用
方
法
」

　

青
森
県
薬
剤
師
会　

上
十
三
支
部

　

宮
昂
平
さ
ん

問
（
一
社
）
青
森
県
薬
剤
師
会
上
十
三
支
部

　

☎
㉗
１
３
０
０

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
「
ワ
ー
ド
中
級
編
」

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
イ
ラ
ス
ト
の
挿

入
な
ど
応
用
的
内
容
を
習
得
し
な
が
ら
、

年
賀
状
の
作
成
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

11
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
50
分
〜

　

午
後
３
時

と
こ
ろ　

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

対
象　

▼
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
文
字

　

入
力
が
可
能
な
人
▼
ワ
ー
ド
２
０
１
６

　

が
入
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

　

参
で
き
る
人
（
先
着
で
貸
し
出
し
用
パ

　

ソ
コ
ン
３
台
あ
り
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

　

筆
記
用
具
、
昼
食

申
込
期
限　

11
月
26
日
㈫　

問
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
（
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
内
）

　

☎
56
２
３
９
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
56
５
０
４
２

メ
ー
ル　

k-libra@
juno.ocn.ne.jp

、

在
職
者
向
け
の
Ⅰ
Ｔ
活
用
力
セ
ミ
ナ
ー

表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
の
活
用

方
法
を
習
得
し
て
事
務
を
効
率
化
し
、
生

産
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う

◇
表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
の
業
務
活
用

と
き　

11
月
20
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

申
込
期
限

11
月
６
日
㈬　

◇
業
務
に
役
立
つ
表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）

　

の
関
数
の
活
用

と
き

12
月
10
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

申
込
期
限

11
月
25
日
㈪　

♦
い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館

対
象　

事
業
主
か
ら
指
示
を
受
け
た
在
職

　

者
（
事
業
主
本
人
も
可
）

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

費
用　

各
２
２
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
3.jeed.or.jp/

aom
ori/poly/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
し
た
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森

　

☎
０
１
７
・
７
７
７
・
１
１
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
・
７
７
７
・
１
１
８
７

研修会の様子
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西コミュニティセンターまつり
問西コミュニティセンター☎72 2311

とき　11 月 17 日㈰　午前９時 30 分～午後３時 30 分
▶展示部門　書道、裂織、手芸、
　　　　　　児童・生徒作品など
▶舞台部門　和太鼓、鶏舞、舞踊、
　　　　　　コーラス、フラダンスなど
▶販売部門　ドーナツ、コーヒーなど
※工事中のため、駐車場の台数が少ないので、車でお越しの
　場合は乗り合わせの上、ご来場ください。

ど

青
森
県
立
美
術
館
ア
レ
コ
ホ
ー
ル
定
期
演
奏
会
２
０
１
９

「
シ
ャ
ガ
ー
ル
を
、
弾
く
。」

と
き

11
月
23
日
㈯　

午
後
６
時
〜

※
受
付
開
始
午
後
５
時
、
開
場
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

青
森
県
立
美
術
館
ア
レ
コ
ホ
ー
ル

　
（
青
森
市
安
田
字
近
野
１
８
５
）

演
奏
者

高こ
う

実
希
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）　

　

三
上
亮
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

費
用
（
前
売
り
）
一
般　

２
千
円
、
学
生　

千
円

ペ
ア　

３
千
円　
※
一
般
、
学
生
は
当
日
５
０
０
円
増

※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は
、
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
チ

　

ケ
ッ
ト
（
Ｌ
コ
ー
ド　

２
１
４
３
６
）
な
ど

　

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
小
学
４
年
生
〜
高
校
生
を
先
着
60
人
ま
で
無

　

料
招
待
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
立
美
術
館
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

　

ツ
推
進
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
・
７
８
３
・
５
２
４
３

　
（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

道
の
駅
と
わ
だ　

18
周
年
祭

と
き

11
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ　

と
わ
だ
ぴ
あ

内
容　

収
穫
祭
・
十
の
日
同
時
開
催

　

野
菜
大
袋
販
売
、
産
直
野
菜
ス
ー
プ
無

　

料
振
る
舞
い
（
限
定
２
０
０
食
）
や
も

　

の
ま
ね
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
な
ど

※
施
設
内
で
の
お
買
い
物
１
点
に
付
き
10

　

円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

問
道
の
駅
と
わ
だ
☎
㉘
３
７
９
０

第 32回十和田市民合唱祭 問スポーツ・生涯学習課
　☎58 0184

とき　11 月 24 日㈰
　　　午後１時 30 分開演 （午後１時開場）
ところ　市民文化センター　大ホール
参加団体
▶三本木小学校合唱部　▶南小学校合唱部▶三本木小学校合唱部　▶南小学校合唱部
　▶北里大学獣医学部コーラスサークル
　▶コーラス四季　▶コーラス四季
　▶十和田湖コーラス愛好会　▶十和田湖コーラス愛好会
　▶滝の詩王者合唱団　▶滝の詩王者合唱団
　▶コールアゼリア　▶コールアゼリア
　▶とわだ混声合唱団　▶とわだ混声合唱団

十
和
田
市
こ
ど
も
劇
団「
第
26
回
定
期
公
演
」

演
目　
「
新
釈　

銀
河
鉄
道
の
夜
」

と
き

11
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
開
演　

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

令
和
元
年
度
市
内
合
同
な
か
よ
し
発
表
会

市
内
特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒

が
、
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
、
劇
や
遊
戯

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
27
日
㈬　

午
前
９
時
25
分
〜

　

正
午
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
三
本
木
小
学
校
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉓
９
５
５
３

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
58
０
１
８
４

青
森
県
産
品
愛
用
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
内
の
ス
ー
パ
ー
、
道
の
駅
、
産
地
直
売

所
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
で
県
産

の
農
産
物
や
、
県
内
企
業
が
製
造
・
販
売

す
る
加
工
食
品
、
県
産
食
材
を
使
用
し
た

料
理
を
５
０
０
円
以
上
買
っ
て
、
応
募
す

る
と
９
０
０
人
に
県
産
品
な
ど
が
当
た
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

11
月
14
日
㈭

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.um
ai-aom

ori.jp)

を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

問
青
森
県
総
合
販
売
戦
略
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
５
７
２
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　市民の皆さんが行う催しの紹介、サーク
ルなどの会員募集のコーナーです。費用の費用の
記載がないものは無料記載がないものは無料です。掲載希望の団
体、サークルの人は市ホームページをご覧
ください。

親子で体験！ガールスカウト
　ガールスカウトの活動を楽しく紹
介します。ガールスカウトの友達と
一緒にクッキングやクラフト作りを
体験（１時間程度）してみませんか。
　入退場は自由ですので、ぜひ、こ
の機会に親子でガールスカウト体験
をしてみませんか。
とき　11 月 10 日㈰　
　　　午前９時 30 分～午後２時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　　　　キッチンスタジオ
対象 幼児（年中）～小学生の女の子
　　　とその保護者
定員　15 組
※事前の申し込みがなくても当日参加
できます。

※希望する人には、入会の説明もします。
問ガールスカウト青森県第 10 団・
　新井田☎㉓ 5131

子育てセミナー
　全国 200 カ所で開催されている民
間団体の子育てセミナー講師を呼び、
数カ月に１度セミナーを開催してい
ます。
　子育ての話を一緒に聞きませんか。
とき 11 月９日㈯　午前 10 時～正午
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　　　　展示室
対象　子育て中の親子
定員　10 組（先着順）
費用　300 円
※お弁当が付きます。飲み物など子
　どもに必要なものは各自お持ちく
　ださい。
問家庭倫理の会岩手　十和田支部
　☎ 090-8843-0622
メール info@cocokara-aomori.com

十和田山岳会創立 50 周年記念
　山岳展示会

山岳に関する用具（個人装備、共
同装備）や書籍、写真などを展示し
ます。
とき　11 月 13 日㈬～ 15 日㈮
　　　午前 10 時～午後６時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　　　　展示室
問十和田山岳会・坂本☎ 090-2271-8879

無料体験　空手道教室
護身術として、ダイエット、健康
増進など、目的を持って空手をやっ
てみませんか。
とき　11 月７日～ 28 日の毎週木曜日
　　　午後７時～８時
ところ 東コミュニティセンター２階
　　　　第１、２研修室
※動きやすい服装でお越しください。
問空無道空手とわだ愛好会
　☎ 090-4476-9322

十和田市民 秋の茶会
爽やかな　秋空のもと紅葉の美し
い季節。　お茶席でお待ちします。
とき　11 月 17 日㈰
　（受付）①午前 10 時
　　　 　②午後２時 30 分
ところ　市民文化センター
費用　1,000 円（茶券２席分）
▶和室１　表千家　竹ヶ原社中
▶和室２　江戸千家　工藤社中
※事前の申し込みがなくても当日参加
できます。
問十和田市茶道協会・玉掛
　☎㉒ 6026

問現代美術館☎⑳ 1127　FAX⑳ 1138 メール info@towadaartcenter.com

　美術館の企画展の作品をモチーフにワークョップ
を行います。
とき 11 月 17 日㈰　午前 10 時 30 分～
ところ　十和田市現代美術館
対象　３歳～小学４年生
定員　15 人
費用 500 円（材料費）
　※事前の申し込みが必要です。

第７回アートイズ×
十和田市現代美術館ワークショップ

　マイナンバーカード、免許証や保険証など住所が確
認できるものを受付に提示してください。

11 月 10 日㈰は常設展示市民無料デー11 月 10 日㈰は常設展示市民無料デー

　午前と午後に第３回と第４回を開催します。
　第３回は、弘前大学と北里大学それぞれのジャズ
研究会ＯＢ、ＯＧ、現役生によるバンド「ミックス
グリル」の皆さんによるジャズの演奏会です。
　第４回は「北里大学文化部ギター部」の皆さんに
よるギター、ボーカルを中心としたアコースティッ
クライブです。

とき　11 月 16 日㈯　
　　　▶第３回　午前 11 時 30 分～正午
　　　▶第４回　午後  １時 30 分～２時
ところ　十和田市現代美術館　休憩スペース（カフェ）
　※申し込みは不要です。

第３回＆第４回ミニコンサート
オープンミュージックスクエア 2019

現代美術館イベント情報



11月の健康カレンダー
◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

※２歳児発達健診は２歳６カ月児が対象です。
※３歳児健診は３歳６カ月児が対象です。問診票一式は事前に郵送して
　います。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
　なお、対象月に受診できない場合は保健センターへご連絡ください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４カ月に達す
る乳児

12日㈫
12：30～13：00
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 30 年５月生まれの幼児

13日㈬※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆２歳児発達健診
平成 29 年５月生まれの幼児

14日㈭※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆３歳児健診
平成 28 年５月生まれの幼児

19日㈫
12：00～12：45

◆子どものこころの相談
小・中・高校生

21日㈭14：00～
※13日㈬までに要予約

◆ほっとマミーサロン
妊婦と生後８カ月までの乳児
をもつお母さん
★個別相談の日（授乳や育児
　について相談できます）
◆交流会の日（保育士による
遊びの指導やママ同士の交流）

★11日㈪・★◆18日㈪
13：30～15：30
※要事前予約

  市民交流プラザ
    「トワーレ」
   問健康増進課
　　☎516792

◆パパママ教室
（妊婦疑似体験や沐

もくよく

浴体験）

25日㈪
13：30～15：30
※１週間前までに要予約

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、もの忘れ、
お酒のことなど、気がかりの
ある人・家族

12月４日㈬
14：00～15：00
※12月２日㈪までに要予約 保健センター

問健康増進課
☎516791◆栄養相談

栄養・食生活に関する相談を
希望する人

20日㈬・12月４日㈬
９：30～・13：15～
※開催日２日前までに要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65 歳以上の人・家族

13日㈬
14：00～15：30
※８日㈮までに要予約

市役所本館２階
会議室２
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

27日㈬※要予約
▶継続の人
　９：30～10：30
▶新規の人
　10：30～11：00 上十三保健所

問☎㉓4261◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
過去にＢ型・Ｃ型肝炎ウイル
ス検査を受けたことがない人

12日㈫・19日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

20日㈬※要予約
13：00～14：00

◆まちなか健康相談
心や体のことを相談したい人

17日㈰・28日㈭
９：30～15：00

市民交流プラザ「トワーレ」
　 問健康増進課
      ☎516791

◆エイズに関する相談
感染の心配やエイズに関する
相談を希望する人

12日㈫・19日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所  エイズ専用
問☎㉓8450

◆「とわだＤＥ子育て応援ナビ」を利用しましょう。
子どもの予防接種のスケジュール管理や子育て情報
　を得ることができます。

とわだ　子育てナビ 検索

▼登録用
　QRコード

問健康増進課健康管理係☎516790

◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

６日㈬
10：00～11：30 DCMホーマック㈱十和田店
13：00～17：00 北里大学学生ホール前

８日㈮
10：00～11：45 イオンスーパーセンター十和田店
13：30～16：00 田中建設㈱

28日㈭
10：00～11：30 富国生命保険相互会社十和田営業所
13：30～16：00 青森県十和田合同庁舎
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風疹抗体検査・予防接種を
無料で受けられます

受診時にクーポン券を提出することにより、風
疹抗体検査・予防接種を無料で受けることができ
ます。クーポン券を希望する人は、健康増進課ま
でお問い合わせください。
対象者　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生
　　　　まれの男性
受診期限　令和４年３月31日㈭

問健康増進課健康管理係☎516790

◆市の検診がパソコン、スマートフォンからも
　予約できます。

十和田市　検診 検索

▼登録用
　QRコード

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

糖尿病予防月間に合わせ、血糖チェックや講話
などのイベントを開催します。
とき　11月17日㈰　午前10時～午後１時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
内容　①血糖チェックコーナー
　　　②ミニ講話「糖尿病者の食べ物は」
　　　　はるひと診療所　片野 春人院長
※食生活改善推進員会主催の第４回「食を
　楽しもう」と併催イベントです。

11月は糖尿病予防月間です

ー11月は「青森県食育月間」ですー

問健康増進課母子保健係☎516792

できることから始めよう！できることから始めよう！

「早寝・早起き・朝ごはん」
毎日明るく健康な生活を送るため

には、質の良い睡眠と朝ごはんをしっかり食べる
ことが大切です。朝ごはんのエネルギーで脳や体
のスイッチオン！
①朝起きたらカーテンを開けて、太陽の光を浴びる
②朝の時間を工夫して、親子で朝ごはんを食べ、会話
　を楽しむ
③就寝や起床時間を記録して、生活リズムを振り返る

ー

」
め



11 月の市民無料相談
内　容 日　時

◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦情、
意見、要望などの相談

18 日㈪
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

８日㈮・22 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

27 日㈬　午後１時～４時
※ 20 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

21 日㈭　午後１時～３時
※ 14 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

14 日㈭
午後１時～３時
※７日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

13 日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（定員６人）
借金・離婚・労働問題などの相談
※資力基準に該当する人

12 日㈫・26 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時 30分～午後４時 30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談な
どの相談

19 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

※予約は電話でも受け付けしています。
ところ　まちづくり支援課（本館 1階12番窓口）市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

21 日㈭　午前 10 時～午後３時
※要予約（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
　☎ 0178 -44-1742

ところ　市役所本館２階会議室２
問八戸年金事務所☎ 0178 44 1742　市民課☎51 6753

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口

１日㈮
５日㈫～８日㈮
25 日㈪～ 29 日㈮
午後５時 30 分～８時

ところ　収納課（本館１階7番窓口）
※本館北側休日夜間出入り口からお入りください
（午後６時以降は本館西側出入り口からは入れません）。
問収納課☎51 6761

問健康増進課☎516790休日当番医

▶診療時間：午前９時～午後５時
※詳しくはお問い合わせください。

３日㈰ さとる整形外科クリニック
（東十一番町７-17） ☎㉑5885

４日㈪ 村木内科胃腸科医院
（西三番町20-17） ☎㉒1010

10日㈰ 高松病院
（大字三本木字里ノ沢１-249） ☎㉓6540

17日㈰ のづき内科小児科クリニック
（東十二番町14-30） ☎⑳1880

23日㈯ 十和田北クリニック
（元町東五丁目８-54） ☎㉑3741

24日㈰ 阿部クリニック
（東三番町９-66） ☎㉕1122

２㈯

▼第50回十和田市民文化祭 <オープニングセレモニー10：00
展示部門11：00　秋のスペシャルコンサート11：00　演劇
　17：00> ～市民文化センター
　（問スポーツ・生涯学習課☎580184）
▶こころのふれあいサロン・おあしす <10：00>
　～市民文化センター（問健康増進課☎516791）
▶紙しばい倶楽部とわだ「紙芝居」 <10：30> ～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

３㈰
▶第50回十和田市民文化祭 <展示部門10：00　吟詠10：00　
　舞と躍動10：35　謡と仕舞13：00> ～市民文化センター
　（問スポーツ・生涯学習課☎580184）

７㈭
▶令和元年度 とわだ市民カレッジ第７講座・閉講式
「農家さんも超高齢化！どうなる？どうする？令和時代の食と農」
<18：30> ～市民文化センター（講師：タナカ トウコさん）
　※食と農に関する講演会と共同開講
　（問スポーツ・生涯学習課☎580186） 

８㈮ ▶万葉仮名　百人一首～市民文化センター　市民ギャラリー　 
　（問乙女クラブ・森平☎㉓3495）（～30日）

９㈯
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス <10：00>
～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<10：30> ～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）

10㈰
▶東日本大震災チャリティー演芸会　ごらくのらくご
　～笑いが一番～ <14：00> ～市民文化センター（500円）
（問馬はなし亭一座・遠田☎090-9533-3390） 

11㈪ ▶おしゃべりサロン「クローバー」 <①10：00・②13：30>
　～保健センター（問健康増進課☎516791）

13㈬
▶健康づくり担当者養成研修 <９：30> ～市民文化センター
　（3,000円）
　（問青森県医師会健やか力推進センター☎017-763-5590）

16㈯

▶こどもヒップホップぱらだいす vol.５ <13：00>
　～市民文化センター（500円）
　（問とわだ市民活動ネットワーク☎㉔2777※平日8：30~17：30）
▶十和田市小中学校美術展 <９：00> ～市民文化センター
（問指導課☎580183）（～17日）
▶わっこの会「読み聞かせ」 <10：30> ～市民交流プラザ「トワーレ」
　（問わっこの会☎090-7324-8742）

17㈰
▶青森県立三本木高等学校附属中学校 合唱コンクール
 　<10：30> ～市民文化センター
　（問三本木高校附属中学校☎㉔1184）
▶食を楽しもう <10：00>  ～市民交流プラザ「トワーレ」　
　（問十和田市食生活改善推進員会☎516191）

23㈯
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30・②14：00> ～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

24㈰ ▼普通救命講習会 <９：00> ～十和田消防庁舎
（対象：中学生以上の市民）（ 問十和田消防署☎㉕4115）

29㈮
▶第47回 北奥羽現展 <９：00> ～市民文化センター
　（問現代美術家協会北奥羽支部・三田☎0179-22-1997）
　（～12月１日）

30㈯ ▶わっこの会「読み聞かせ」 <10：30> ～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

＜＞…開始時間その他の催し

12 月２日㈪が納期限（口座振替日）です
市税等は納期限内に納めましょう

固定資産税第４期／国民健康保険税第５期
介護保険料第５期／後期高齢者医療保険料第５期
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人口と世帯
令和元年９月末

現在

区分 人・世帯数 前月比 前年比
人口 61,158人 ＋11人 －610人
男 29,335人 ＋８人 －259人
女 31,823人 ＋３人 －351人
世帯 27,667世帯 ＋29世帯 ＋97世帯

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

アプリで「広報とわだ」を読みませんかアプリで「広報とわだ」を読みませんか
利用方法利用方法
　ＱＲコードを読み込み、　ＱＲコードを読み込み、アプリアプリ
「マチイロ」「マチイロ」をインストールする。をインストールする。

広
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過去最高順位、総合３位入賞過去最高順位、総合３位入賞
祝祝

！！！！！！！！
青森県民駅伝青森県民駅伝

　９月１日、青森市で行われた第27回青森県民駅伝競走大会で、
十和田市が過去最高順位となる総合３位入賞を果たしました。

　チーム一丸となりみんなで戦った
結果が順位につながりました。 
　この結果が出せたのも今まで協力
してくださった方々のおかげです。
感謝の気持ちを忘れず、これからも
頑張っていきます。 

①初めての県民駅伝大会に参加した感想

②来年の抱負

北園小６年

石
いしくら

倉 颯
そよ か

果 さん

【２区走者】

法奥小５年

里
さとむら

村 斗
と も

望 くん

【３区走者】

【補助（強化選手）】

北園小５年

荒
あら お

尾 洸
こう た

太 くん

①ほかの小学
　生がとても
　速かったの
　に驚きまし
　た。速い人
　は、たくさ
　ん努力して
　いるんだな
　と思いまし
　た。

②来年はもっとタイムを縮めて、
正選手に選ばれて走りたいと

　思います。

【３区補欠】 ①小学校生活最後
　の夏にとても思
　い出に残る経験
　ができました。
　何よりも十和田
　市が初の３位入
　賞できたことが
　うれしかったで
　す。
②来年は中学生に

　なるので陸上部に入ってもっと記
　録を伸ばし、県民駅伝にもリベン
　ジして正選手として走りたい！

北園小６年

河
かわ い

合 陽
ひな た

向 くん

【２区補欠】

三本木小４年

小
おがさわら

笠原 楓
か の

乃 さん

①開会式では、大勢の選手に驚きました。
　「たすき」を受け取る時は緊張してい
　ましたが、沿道で応援してくれる人た
　ちがたくさんいて頑張って走る事がで
　きました。
　十和田市は速い選手ばかり、そのチー
　ムに加えてもらえてうれしかったです。

②自分のペースを上げて速く走れる選手
　になり、また挑戦したいです。

①選手に選ばれて緊張したけど、
　チームのみんながサポートした
　り、声を掛けてくれてやる気が
　出ました。初めての小学生区間
に出れてうれしかったです。

②普段からコツコツと練習して、
　来年は区間賞を狙いたいです。
　総合１位になれるように精一杯
　頑張りたいです。

①１回目の駅伝メン
　バーに選ばれて、
うれしかったです。

颯
そよか

果さんのサポー
　トをして、選手を
　サポートすること
　は、とても大切だ
　と思いました。ま
　た、中学生のお姉
　さんたちと一緒に

　たくさん練習できて楽しかったです。
②来年はサポートではなく、正選手と
　して走れるように頑張ります。

新設された「小学生区間」の新設された「小学生区間」の
選手たちへのインタビュー選手たちへのインタビュー

Question

監 督

今
いまいずみ

泉 慎
し ん ご

吾  さん
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